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□
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

412 施策 地域の子育て支援の充実

児童会館事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 令和元年度

1

市民ニーズ、社会的役割 ・児童館は、小学生の子供の居場所として、また、乳幼児の保護者の交流の場として、重要な地
域の子育て支援拠点であり、市民が安心安全に利用できる施設であることが求められる。
・開館から25年以上経過している施設が大半であり、老朽化に伴う建具等の修繕や空調設備等
の更新の必要性が増しており、経費は増加傾向にある。
・施設の維持補修や備品の更新を計画的に実施し、長期的な視点での経費の削減を図る必要が
ある。
・指定管理者制度も含め、より効果的・効率的な事業運営について検討する必要がある。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

① 児童会館管理事業 子育て政策室
児童会館・児童センター（11施設）の施設維持管理の実施。指定管理
者制度導入施設（１施設）については、原則、一定額を超える修繕の
み対象。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

77,929
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 ・児童館は、地域における子どもたちの安全な遊び場であり、安心できる居場所として子ど

もの健康増進や健全育成に寄与しており、児童の健全育成を支える児童厚生員が十分に
配置されていることが求められる。
・小学生の利用が減少傾向にある中、乳幼児及びその保護者の利用は増加していること
から、利用者ニーズの把握とその分析を行い、より効果的な事業運営を図る必要がある。
・指定管理者制度も含め、より効果的・効率的な事業運営について検討する必要がある。

令和 元 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

② 児童会館運営事業 子育て政策室
児童会館・児童センター（11施設）に児童厚生員を配置し、児童に対
する遊びの指導や様々な行事、乳幼児とその保護者対象の幼児教
室等を実施。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

244,457
※課題があるものは■

今後の
方向性

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・必要な大規模改修を計画的に実施するとともに、事業運営の必要に応じて
改修工事を実施しており、児童館・児童センターの安全な施設運営に寄与して
いる。
・施設の最適化の観点から検討する。

令和 元 年度

継続

実施区分

③ 児童会館改修事業 子育て政策室
児童会館・児童センター（11施設）の大規模改修や外壁等部分改修
工事を実施。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

25,102
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

④

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑤

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑥

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課


